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子ども図書室ではお子さんとそのご家族向けに、たくさんの本を取り揃えています! 
詳しくは中面をご覧ください → → → 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＼ 親子で楽しめる子ども図書室 ／ 

亀田図書館キャラクター 
ウメちゃん 

【蔵書点検終了しました】 
2 月 17 日から 24 日まで蔵書点検を行いました。休館中はご不便をおかけしました。 

 この期間には、約 8 万点の本や雑誌、ＣＤ・ＤＶＤなどが行方不明になっていないか、また順番通り
にきちんと並んでいるか確認したり、皆様が利用しやすいよう、配置の変更などを行ったりしました。 

主な変更点は次の 2 か所です。 
 

１階 一般書コーナー 

本が多くて探しにくかった 
料理の本を、 

『料理（レシピ）』 
『パン・お菓子（レシピ）』 
『梅』 に分けました。 

俳句雑誌のバックナンバーを 2 階通路側の本棚に移しました。 

２階 特別コレクション室脇 



 

対象: 乳幼児から 
日時: 第 1・第 3 土曜日 

第 2・第 4 水曜日     
第 4 日曜日  

場所: 江南区文化会館保育室 
または 亀田図書館子ども図書室 

 
 

 
終了後に、職員による絵本相談タイムも設けています。 

「子どもに絵本を読むのっていいことなの?」 
「おすすめの絵本は?」など、お気軽にお問合せ下さい。 
 
♪スタンプカードも配布中♪ 
「おはなしのじかん」に参加すると、新潟市の図書館 
共通のスタンプカードにスタンプを押します。 
 5 コ集めるとプレゼントがもらえます。何がもら 
えるかはお楽しみに! 
 

江南区で昔から俳句が 
盛んだったことにちなみ、 

俳句関連の児童書を集めたコーナーを設けています。 
（このほか、2 階には一般向けの俳句資料を集めた 
 特別コレクション室があります） 

絵本の読み聞かせや手遊びが楽しめる 『おはなしのじ
かん』 を開催しています。参加は無料、事前の申し込み
は不要です。 
どうぞお気軽にお越しください。 

おはなしのじかん 

｝  

「おはなしのじかん」では現在、以下のことをお願いしています。 

手指の消毒 マスクの着用 
（お子様は可能な限り） 

お名前・電話番号の記載 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため人数を制限しています。 

赤ちゃんタイム 

 
「おはなしのへや」は、くつを脱 

いで自由に本を読める場所です。 
部屋に置いてある紙しばいや 
大型絵本は借りることもできます。 

紙しばい・大型絵本 

大型絵本はこんなに大きいよ! 

はいくコーナー 

たくさんある絵本を探しやすいよう、 
5 色のシールで内容・対象別に分けて 
います。 

絵本コーナー 

赤ちゃんの絵本 
（ピンク） 

ちしきの絵本 
（みどり） 

日本のおはなし 
（あか） 

外国のおはなし 
（あお） 

むかしばなし 
（オレンジ） 絵を描いた人のあいうえお

順に並べています 

０歳からつくれる！貸出カード 

図書館のカードは、０歳からつくることができます。 

お子さんご自身の保険証、または、同居されているご家

族のお名前・ご住所が確認できる 

書類（免許証など）があれば、 

その場で作成できます。 

読み聞かせのようす（保育室） 

赤ちゃんや小さなお子さんとその
ご家族が気軽にご利用いただけるよ
う、下記の日程で「赤ちゃんタイム」
を実施しています。 

図書館内が少しにぎやかになる
ことにご理解いただいている時間
ですので、お気軽にお越しくださ
い。 

日時:毎週火・水曜日 
（第 1 水曜日を除く） 
午前 10 時から午後 1 時 

 
★毎月第 2・4 水曜日は 

赤ちゃんタイム中に 
「おはなしのじかん」があります 

おはなしのへや 

E1 
あかちゃんの 

絵本 

E2 
ちしきの 

絵本 

E3 
日本の 

おはなし E4 
外国の 

おはなし 

E5 
むかし 
ばなし 

密にならないように 
距離を空けて座っています。 

ここです 

子育て支援 

コーナー 



     

 

俳句の窓 
 

江南区は昔から俳句が盛んな土地柄です。 
地域の俳人・小嶋紅円さんから、江南区にゆかりのある俳人の句を紹介していただきます。 

飯豊
い い で

五頭
ご ず

より 春
しゅん

暁
ぎょう

の始まりし 
⾧谷川隼

はや

人
と

   
医学生の頃から俳句を親しんだ作者は、亀

田第一病院の脊椎外科医で、病院俳句会の代
表。春の明け方の空が、奥の残雪を被った飯
豊連峰、手前の五頭嶺から始まることを詠ま
れた。夜明けの雄大な春の山系の景色を写生
された一句。 

平
たい

らかに春
はる

田
た

五頭まで弥彦まで  
       中平啓子   

亀田第一病院の医師として⾧年勤務し、病院
俳句会設立時からメンバーとして活躍されてき
た作者が、地元の風景を詠まれた。広々とした春
の田を見渡せば、一方五頭の嶺、反対側弥彦連
山。この蒲原郷を平らかにと 
表された一句。 

 
小嶋紅円さん…本名、小嶋健一。江南区下早通在住。田村山火・紅子夫妻に俳句を
教わる。俳誌「雪」に投句。著書:『世継榾』（俳句・俳文集）、『続世継榾』 
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おすすめの本 


